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東京地学協会講演（2009年 5月 30日）

英国人旅行家イザベラ・バードを科学する

―旅、旅行記、写真、ツイン・タイム・トラベル―

金坂清則（京都大学大学院人間・環境学研究科教授）

要旨 1831 年に生まれ 1904 年に亡くなった英国女性イザベラ・バードは、史上屈
指の女性旅行家である。南米と南極を除く五大陸をカバーする旅の世界の広

がり、22 ～ 70 歳まで半世紀近くにわたる旅の時間幅、作品の膨大さと多様
さ、どれをとっても別格である。150 ㎝に満たない病持ちの女性がなぜ男性
冒険家顔負けの旅を行い得たのか？ しかも 50歳で結婚し 5年で未亡人とな
った後、なぜ いよいよすさまじい旅を続けたのか？ 謎は多く、それを解

く楽しみは尽きない。ここに彼女の旅と旅行記に代表されるその事績を科学

する意義がある。

本講演では、彼女の旅とその事績を概観した後、彼女が 3 年以上にわたっ
て激動の極東を旅し続けた第Ⅴ期の旅(1894 ～ 97)にあって、旅の成果の表現
媒体として重視した写真を軸とする謎解きの一端を話す。そして最後に、そ

のような営みの意義を示すと共に、 Twin Time Travel という、演者の造語に
なる和製英語を基本コンセプトとして英国で開催してきている写真展につい

て触れ、写真展が地理学者としての活動の一つになることを証明したい。

配付資料5枚

はじめに

1．謝辞←三上岳彦氏
←Mrs. Bishop 1891.11 The Royal Scottish Geographical Societyで連続講演

1891.11 The Royal Scottish Geographical Society特別会員
1892.05 The Royal Scottish Geographical Societyで講演
1892.10 The Scottish Geographical Magazineに論文掲載
1892.11 The Royal Geographical Society特別会員
1892.12 The Royal Geographical Societyで講演
1897.05 The Royal Geographical Societyで講演
1897.07 The Geographical Journalに論文掲載
1897.11 The Royal Scottish Geographical Societyで連続講演

←東京地学協会創設の経緯 1879（明治 12年）4月
← Isabella Bird 1878.5～ 1878.12日本の旅とその成功
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←協会設立の 1 年前であり、彼女との接点はなし 当時の日本

の新聞には何度も登場

1880 Unbeaten Tracks in Japan, 2vols. John Muray出版
1885 Unbeaten Tracks in Japan, Abridged edition. John Muray出版

←Mrs. Bishop 1894～ 1897 日本＝極東の旅でのベースキャンプ

1900 Unbeaten Tracks in Japan, New Edition, Geoge Newnes出版
←金坂 王立スコットランド地理学協会との、特に写真展を契機として

の関係

探検・旅、地誌、（古）写真の重要性を地理学がもっと再認識

すべきとの、人文地理学の現状を踏まえての、思い

cf 『地理』52-2（2007）金坂「＜特集 地元学・地域学、そして

地誌学＞をめぐって考える－地理学への愛を込めて－」

2．講演の目的・内容
旅行記が科学の対象となることを、その一表現媒体としての写真に力点をお

いて例証

（→ 文学や隣接学問分野、作家・翻訳家への批判を通して、地理学や地理

学的思考の重要性を主張）

バードの事蹟に新しい価値を付加 ← 「謎」の解決の連鎖

cf 「熊本日日新聞」コピー 4枚
（金坂清則 イザベラ・バードと宇土櫓物語 平成 18年 10月 20日）
（金坂清則 イザベラ・バード五高講演の謎と意味㊤ 平成 21年 4月 4日）
（金坂清則 イザベラ・バード五高講演の謎と意味㊥ 平成 21年 4月 5日）
（金坂清則 イザベラ・バード五高講演の謎と意味㊦ 平成 21年 4月 6日）

cf Mr. Ito
cf Brunton's Map of Japan
cf 写真集 Views in the Far East
cf Unbeaten Tracks in Japan (New Edition)
cf Chinese Pictures

（→ ステレオ・タイプ化した、正確さを欠く、バード像の打破）

１ イザベラ・バード論に着手した理由

特に、Unbeaten Tracks in Japanにおける 1つの文章のすばらしさ
その他 1.「土地を描く」科学としての地理学や旅への関心

＋

2.大阪大学教養部リレー講義「性と文化」⇒長年の夢の実現
地理学に求められる学際的研究の証明、平凡社からの翻訳依頼
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２ イザベラ・バードの旅の歴程とその産物の概要

時期区分の必要性 ← 22～ 70歳 ものの考え方などの変化と持続

6つに区分 ←旅する地域の変化と持続 アジアの重要性

第Ⅲ期以降

３ バードが撮影した4枚の写真の謎の解明とその意義

1．A Japanese Garden in Views in the Far East
金坂清則編訳『イザベラ・バード 極東の旅１』『同２』

（平凡社 東洋文庫、2005）訳注・解説
2．A Greengrocer's Shop in Unbeaten Tracks in Japan (New Edition)

金坂清則編訳『イザベラ・バード 極東の旅２』

3．Ascent to Shinto Shrine in Unbeaten Tracks in Japan (New Edition)
金坂清則編訳『イザベラ・バード 極東の旅２』

4．Corner Tower of A Daimyo' Castle in Unbeaten Tracks in Japan (New Edition)
金坂清則編訳『イザベラ・バード 極東の旅２』

金坂清則 熊本日日新聞 2006.10 2009.4

４ ツイン・タイム・トラベル（Twin Time Travel）の提唱と写真展

ツイン・タイム・トラベル（Twin Time Travel）という概念・言葉の発見
特に、The Yangtze Valley and Beyond翻訳のためのフィールド・ワーク

→金坂清則訳『中国奥地紀行１』『同２』平凡社東洋文庫、2002
写真展 2004.7 写真展「イザベラ・バード その旅の世界の今 極東と中東」

←バード没後 100年
←ツイン・タイム・トラベルをコンセプトとする写真展を通

しての、自ら着想した考え方と新しい形の旅の普及

2004.10 同展の山形県上山市での開催

2004.11 同展の北海道平取町での開催

2005.10-11 "In the Footsteps of Isabella Bird: Adventures in Twin Time
Travel"を National Library of Scotlandにて開催
"The Times"の Top Five Galleries (Norvember 26 -
December 2)において第 2位に評価。これを機に、巡回
展へ展開

2008.8-9 ラダックなどへの旅を敢行し、バードの旅のすべての世界を

カバーする形にレベル・アップして同展を The Fountains
Hall（in Fountains Abbey and Stadley Royal）にて開催

2008.10-11 同展を The University of Dundeeで開催
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2010-2011 京都大学、エスティスパーク博物館で開催予定（注 3)参照）

おわりに

四川大地震（2008 年 5 月 12 日） 震源地付近についてのバード（1896）と
金坂（2001）の写真の対比
東京大学理学部地理学教室編写真地誌日本編集委員会編『写真地誌日本』大日

本雄辯会講談社、1952 の意義の再発見・再活用の提唱←ツイン・タイム・ト
ラベル

旅のルートの地図化の重要性 評価されず？ しかしきわめて重要

出典：Mrs. J. Bishop (Isabella Bird), Unbeaten Tracks in Japan, New Edition, Geoge
Newnes, 1900
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出典：イザベ

ラ・バード著

金坂清則訳『中

国奥地紀行１

・２』平凡社

（東洋文庫）2002
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注 1）本サイトには 2017年（平成 29年）12月掲載

注 2）講演後掲載時点までに、演者により以下の関連書物が出版されました。
１．「旅行記と写真展－イザベラ・バード論の展開（前編）（後編）」、『地理』55-3、

55-4、2010
２．『完訳日本奥地紀行』全 4 巻、2012-13、平凡社（第 49 回日本翻訳出版文化賞

受賞）

３．『新聞・雑誌に見る私の歩みMy Path as Seen in Newspapers and Magazines:
Memories of My Life as a Teacher and Geographer, Seeking to Elucidate the Mode
of Regional Existence of Human Activities and Their Outcomes』2012, pp.321、國
友勇冴との共編

４．『新訳日本奥地紀行』2013、平凡社
５．「イザベラ・バードが記した日本の地名と言葉－旅行記の翻訳に求められるべ

きこと、特に、言葉、地名の誤訳・適訳に関わって－」、『地名探究』12号、2014
６．『ツイン・タイム・トラベル イザベラ・バードの旅の世界 In the Footsteps of

Isabella Bird: Adventures in the Twin Time Travel』2014、平凡社
７．『イザベラ・バードと日本の旅』2014、平凡社
８．"Isabella Bird and Japan: A Reassessment"2017, Folkestone, Renaissance Books（第

53回日本翻訳出版文化賞受賞）

注 3）講演後 2014 年までに、演者により以下の写真展が開催されました。写真展名
は、日本展では『イザベラ・バードの旅の世界 In the Footsteps of Isabella Bird:
Adventures in Twin Time Travel』、英国展では"In the Footsteps of Isabella Bird"、
上海展では『再験之旅：尋伊莎貝拉・柏徳的足迹 In the Footsteps of Isabella Bird:
Adventures in Twin Time Travel』

１．京都展 2010.1-3 京都大学総合博物館

２．ロンドン展 2010.2-3 王立地理学協会

３．奈良展 2010.5-6 奈良県立図書情報館

４．コロラド展 2010.6-2011.1 エスティスパーク博物館

５．ホノルル展 2011.2-4 ハワイ州立図書館

６．上海展 2011.4-6 上海師範大学博物館

７．東京展 2013.3-6 東京大学駒場博物館

８．北海道展 2014.1-5 北海道大学総合博物館

注 4）演者は定年により、2012年 3月京都大学を退職．同 4月京都大学名誉教授
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注 5）演者が 1989 年の研究開始以来一環して掲げている「イザベラ・バード論」と
いう名称の研究と活動にとって根幹をなす和製英語 Twin Time Travelの重要性
に鑑み、演者金坂は「ツイン・タイム・トラベル」を下記のように商標登録し

た。本講演の前月のことである。

商標登録

「ツイン・タイム・トラベル」

（商標登録証 登録第 50379801 号、登録年月日：平成 19 年 4 月 6 日、指定商品
又は指定役務並びに商品及び役務の区分：第 39類・第 41類）特許庁


